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議
会
議
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ご
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さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　

滋
賀
県
議
会
議
員
と
し
て
二
期
目
の
一
年
目

が
過
ぎ
ま
し
た
。多
く
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
県
政
の
発

展
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
に
よ

る
水
害
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
防
災
に
対
す
る
滋
賀
県
の
方
向
性
の

議
論
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
医
療
・
福
祉
分
野

に
お
け
る
予
防
対
策
、
ク
ラ
ウ
ド
を
取
り
入
れ

た
行
政
機
能
の
効
率
化
や
滋
賀
・
び
わ
湖
ブ
ラ

ン
ド
の
価
値
の
創
造
な
ど
、
将
来
の
滋
賀
県
の

姿
を
意
識
し
た
議
論
も
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
般
、
二
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
そ
の

後
、
滋
賀
県
職
員
等
給
与
の
地
域
手
当
分
に
関

し
て
、
知
事
か
ら
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る

再
議
が
か
け
ら
れ
、
臨
時
議
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。執
行
部
と
議
会
、
ま
た
議
員
間
で
の
議
論
の

活
発
化
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
議

論
が
政
局
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
え
ま
す
。滋
賀
県
の
未
来
の
た
め

に
、
し
っ
か
り
と
建
設
的
な
議
論
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

依
然
と
し
て
、
県
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
未
来
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を

築
く
た
め
に
、
県
政
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

参
り
ま
す
。引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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滋賀県・大津市に関するご質問、ご意見をお寄せください。また、活動や報告についてのご意見、ご感想もお待ちしております。
成田セイリュウ後援会に入会いただくと、定期的に県議会活動レポートを送付いたします。ぜひともご参加ください。ボランティアスタッフも募集しております。

みなさまへのお願い
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１９７４年８月１５日　大津市生まれ
唐崎小、唐崎中、膳所高卒業
龍谷大学法学部政治学科卒業
同志社大学大学院総合政策科学研究科修了
滋賀県議会議員（大津市選挙区）
文教・警察常任委員会　副委員長
温暖化・流域治水対策特別委員会　委員
議会改革検討委員会　委員
民主党滋賀県総支部連合会　青年局長
大津市消防団唐崎分団　班長
唐崎学区体育振興会　常任理事
唐崎学区スポーツ少年団　事務局
大津こども環境探偵団エコリーダー　幹事
滋賀県トランポリン協会　会長
一般社団法人大津青年会議所 専務理事

民主党・県民ネットワーク所属

〒520-0106　滋賀県大津市唐崎１-３-９
TEL&FAX：077-578‐8913
メール：mail@narinari.net
オフィシャルサイト：www.narinari.net

成田セイリュウ２０１１年度活動アルバム成田セイリュウ２０１１年度活動アルバム

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
し
が

に
ス
タ
ッ
フ
で
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加

び
わ
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

健康づくりや予防医療の
充実を図り、いつも元気
に活動できる環境を！

東日本大震災の教訓を活かし、
安心安全の滋賀を築いてまいります。

びわ湖と山々に囲まれた
自然あふれる滋賀を次代
に引き継ぎます！

少子化が進んでいく中で、
子どもの産み育てやすい
環境の整備を！

地域のみなさまとともに、未来
に魅力あるまちを築くために
活動します。

９月定例会で取り上げた
ケアプロのワンコイン健診
多くのメディアでも
注目されています！

全国各地の若手自治体議員で構成
している自治体政策青年ネットワ
ークの研修会。地域主権や世代間
格差など、未来に責任のある政治
に向けた議論を展開。

地
元
の
防
災
訓
練
に
消
防
団
唐
崎
分
団
団
員

と
し
て
参
加

越大津市長とともに、
笑顔あふれる大津をつくります！

恒
例
の
ヨ
シ
刈
り
。
毎
年
刈
る
こ
と
に
よ
り
、

水
の
浄
化
に
貢
献
し
ま
す
。

子どもたちとともに、様々な活動
を行いました。自然から多くの学
びが得られます。また子どもの発
想力にはいつも驚かされます。

二順目の国体に向けて！
埼玉県熊谷スポーツ文化公園 視察

被災地の震災ガレキの量は想像を
超える量でありました。復興の為にも、
広域処理に協力しなければなりません。 三重県紀宝町台風１２号水害 調査

滋賀県警察航空隊 調査

安全
安心

子ども
若者 環境

地域

健康

現在の議論の結果、

などを行いました。まだまだ議会基
本条例の制定など更なる議会改革に
むけて議論を行っていきます！

委員会の許可制から公開制に転換
委員会の会議要録と資料を県議会
HP、議会図書室で公表
本会議・委員会の出欠状況・賛否
状況を県議会HPで公表

●
●

●

議会改革検討委員会議会改革検討委員会

知事　　　　 「滋賀・びわ湖ブランド」は、多様な価値がある、歴史・風土を「マザーレイク、琵琶湖」
という言葉で象徴し、琵琶湖の持っている本来の「自然」の力、また、そこから滋賀が生み出して
きた産品や商品の「もの」の力を借りながら、観光客の増加、ひいては地域の方たちの誇りを高
める一体とした戦略をつくっていく必要がある。「もの」としての食べ物・産品、「できごと」と
しての観光、「こころ」としての誇り、これを立体的に、重層的に取り組んでいくことが戦略の基
本になる。

成田　　　　 平成二一年の一般質問で、「観光の戦略の一つとして、琵琶湖一周という観光資源の活
用」を提案したが、「ビワイチ」（琵琶湖を一周）という基本コンセプトと、本県の観光資源を組み
合わせ、滋賀県ならではの体験型観光プログラムを創造し、来訪者に滋賀の良さを継続的に体
感してもらうことで、本県の観光ブランド構築を図るとしているが、「ビワイチ」に関して、観光
ブランドとして、どのような可能性を持っており、どのように売り出していくのか？

知事　　　　 「ビワイチ」の個性であり、大きな魅力の一つは、網羅的な一体性を持って、始まりから
終わりまでの完結性があるということである。あわせて、「ビワイチ plus アルファ」で四季折々
の自然の中で、例えば奥深い歴史、仏像など、様々な広がりと深まりを持った一体的な観光戦略
が可能となる。認証制度のようなものができたら作りながら、５年、１０年かけての戦略にして
いきたい。

成田　　　　 「滋賀・びわ湖ブランド」を県内外へ効果的な発信戦略のもとで行っ
ていかなければならない。現在、ツイッターや facebook をはじめ、時代とと
もに情報発信の仕方も多種多様な状況となっているが、どのような形で情報発
信を行い、滋賀の魅力を県内外に発信をされるのか？

知事　　　　 個別商品・サービスと滋賀の地域イメージを連携させた情報発信を
行うとともに、インターネット、フェイスブックの活用など、効果的な情報受発
信の手法について、検討。双方向の受発信のしくみをつくり、観光する方たち自
身が発信をしていただく、参加型の受発信の仕組みも大変効果的ではないか。

成田　　　　 滋賀のブランド力の向上を果たすためには、しっかりと広報戦略を
考えいかねばならない。縦割りではなく、部局横断を行った上で、機能が果たせ
る推進体制が求められ、戦略的に広報戦略とシティプロモーション、企画を一
元化した仕組みが必要である。各部局の統一した方向性を築き上げた上で、「滋
賀・びわ湖ブランド」を発信する必要があるが？

知事　　　　 「滋賀・びわ湖ブランド」の受発信には、関係部局で戦略の考え方を
共有し、「マザーレイク、琵琶湖」をキーワードとしながら、相互連携が必要。国
内だけでなく、国際的にも発信をするという意味では、関西広域連合における、
文化、観光戦略の中に、琵琶湖をしっかり位置づけていただく、さまざまな琵琶
湖の持っている価値を入れ込むことによって、「滋賀・びわ湖ブランドネット
ワーク」の一層の国内外への強化が図れるものと期待。何よりも私たち自身が
おもてなしの心を持って、私たち自身がこの滋賀を愛し、誇りに思う、それがこ
れからの「びわ湖ブランド」の大きな条件になっていく。

成田　　　　 たくましく活力に満ちた滋賀の実現するために、地域資源を活用
したブランド化戦略や魅力を観光資源として国内外に発信するなど、「滋賀」
のブランド力の向上にむけた施策の展開がなされているが、滋賀県における
「滋賀・びわ湖ブランド」の定義はどのようなものであるのか？

滋賀・びわ湖ブランドについて滋賀・びわ湖ブランドについて




